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エストニヤの阻星型を探る
ヘイデン天象館　クライド・フイツシャ子守
　露出ピ1タの治世が未だ瑞典に及んで居らなかった暫時のエスト＝やに6っ
のF員星坑があった．之は有史以前の起源のものであるが，有事の性質は1927年
迄は認められて居らなかった．此の阻星坑はエストニヤの海岸の西方少し離れ
たバルチク海のサ1レマ1（鼠戸セル）島にある．首都タリンから近くに隈星坑
のあるサ1レマ1島の首邑クレサ1レ（ア1レンスブルグ）に放く近道は一部は
乗合自動車を利用し，又，陸から小さい蒸氣船で行ける．
　筆者は1936年にエストニヤの鑛山技師，鑛山局監督のイワン・ラインワルド
氏と幸ひにも此の限面面を訪れる事が出血た．彼は此め阻雨意を探諭し，始め
て之の誤った起源論を理學界に公表した人物であった．
　之の主な陽星坑にはカ1リ湖とV・ふ意味のカ1リイ・ヤ1ルフとして永く知
られて居る美しい圓い湖を湛えて居る．賞際に「カ1リ」といふ名聡は疑ひな
き6つの陽星に起源のある感心坑全艦を呼ぶのに用はれて來た．此の主な限星
坑にある湖の直径は殆んど200択で，限星抗の爾邊の直径は干均300呪以上もあ
る．阻幽暗の邊又は壁は周園の地面より20～25リミ突出して居る。阻星坑は鉢の
様な形で全く均整が取れて居り，邊叉は壁は外部よりも内部の傾斜が虚しV・．
　　　　ピねりニ邊は楡，秦皮，楓，たうひ叉は樫鳥の大きな森林が繁茂して居る．此の島には
普通に見られるのに，松や白樺木を筆者は認めなかった．又時々樹は小さく，
灌木のやうな水木である多くの榛の画材が見られる．邊の頂には湖を巡って
くりくりと旗がる樹蔭の多い小径があって，明らかによく歩まれた圓い「懸人
の径」である．湖（カ1リ・ヤ1ルフ）の一：方の側には，阻星坑のあるカ1リ地
逼の前所有者であったモラ1男爵がコ1ヒを緊る場所として用はれた石の机が
ある．惑星坑を巡る地面は疑ひ・もなく何百年といふ大昔から耕されてみる亭ら
な農場である．クレサ1レの附近の町は700年以上のものである．
　見物者の直ぐ目に留るのは阻胆心の内部壁の上部から周り全艦に亘って突出
して居る白雲石層の崩れた端で，又丁度アリゾナの準星坑と同様な具合を想ひ
出させる一之らの二大な断片は内部から30～40度も上方に傾いて居る事實に
注目する．之らの傾斜した白雲石層は共に厚さ約25眼で，地質學的に言へば瑞
典領のゴトランド（シルリャ紀の）に属し，此の周園の地匪全禮に薄V・氷河の漂
流物を下に横たへ，三下されなかった場所は大概水雫である．
　之らの傾斜した白雲石の下に，ラィンワルト氏は容易く指で粉末になる柔か
い白ばんだ岩片を含んだ帯の様な白く又わっか許り次色がかった粉末を筆者に
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示した．之を化二二に研究した結果，粉と岩の断片は共に三園の白雲石層と組
織が同じであった．ラインワルト氏が掘り下げた二二は粉末の層の厚さ殆んど
20眼で，傾斜した地上の断片と地下に其儘にある白雲石の間にある．明白に之
はアリゾナ三星坑の極めて注目すべき岩粉末（「星塵」）と類似して居る．後者
は衝撃に依って粉確されたユコニノ砂岩である．
　il［の湖底を注意深く測定すると，2米毎に柔かい泥底まで，牛径6倍ほど行
った所，水深は25又は30沢あり，四季と共に攣化する．唄星坑の柔かV・泥底は
それ故に，上邊より殆んど50吠旧い所にある．牛径の4倍まで行った測定も泥
深い沈澱物許りではなく，其の下固い底までも行はれた．此の調査に依れば，
此の泥深い底は殆んど李らで，延長した形をした漏斗形に凹んで居るのが下の
固い底で獲見された．主な阻星坑の外には，ZF：方哩の約3分の面積内に其の閉
園に散在した，疑もなく同じ起源の比較的小さい5っの陥落がある．大樹に孕
まれて居る代りに，小阻石坑の邊はある場合には其の儘阻石坑の底を掩って居
る榛の灌木が大部分計り三って居る．之らの阻石坑の直径は約35吠から約130
択と形が攣って居る．
　エストニヤ阻星野の中や周りに限外のやうな物質は下見されて居らないのは
本町である、（1937割引夏に，ラインワルト技師は此の2っの斗星坑に30個の隈
鐵片を二見した．）假りに之らの阻星坑を作った限星が，ラインワルト氏が，
限星の活動の力と急激さに基くと判干する様に，鐵であったとしても，其の破
片は恐らく百姓達か，又は初期の海賊達の手によって運び去られたのだらう．
鐵は海賊に珍：重がられた．バルチク地方の建設者であった丁抹人は母國に鐵が
なかった事が知られて居る．此の論を拝借すれば，ピャリが小刀を造る爲に，
グリンランドから齎らしたケイプ・ヨ1ク限星の硬い岩石断片でエスキモ人が
打ち敲い事たも二って居る．エスキモ人は叉槌として3～4封度の軍さの阻鐵の
小標本を使った．北カナダのエルスミヤランドで見出された後者の標本はクロ
カレランド遠征隊のダブリユ・エルマ1・エクボロ1博士に依ってニウヨ1ク
の博物舘に贈られた．此庭には，同じ一般の地方からのピヤリ隈石と一緒に陳
列されて居る．（佐登兜課）
“フレンド・岡林彗星”
　近着の報告によれば（急報386），二二のフレンド氏は去る11月4日夕刻にヘル
クレス座ε星の北3。の所に12等級の新彗星を二見レたが，越えて同13日に倉敷
の岡林滋樹氏は同星座105番星の東北3。に8等級の一彗星を了見した．此の二
つの彗星は結局同一のものらしく，目下非常に速く鷲座へ運行してみる．回れ
が本年度の第12番目の彗星である，
